
学校教育目標 ◎進んで学ぶ子 ◎心豊かな子 ◎最後までがんばる子

２月号三尻小学校だより平成29年度
生活目標 ろうかは静かに右側を歩こう

２月行事予定
Ｅタイム１ 木

２ 金 新入生入学説明会 フッ化物洗口算数＋Ｅ
三尻幼稚園年長来校 くまなび

３ 土
４ 日
５ 月 登校指導 一斉下校読書＋Ｅ

校内授業研究会３－１
６ 火 １～５年学力検査全校朝会
７ 水 アルミ缶回収 クラブ国語＋Ｅ
８ 木 アルミ缶回収 フッ化物洗口Ｅタイム
９ 金 安全点検 くまなび算数＋Ｅ
１０ 土
１１ 日 建国記念の日
１２ 月 振替休日

クラブ発表会１３ 火
１４ 水 クラブ国語＋Ｅ
１５ 木 通常日課５時間(６年のみ６時間日課)Ｅタイム

ひまわり学級)授業参観・懇談会(1～5年、
１６ 金 通学班会議 学校評議員会②算数＋Ｅ

フッ化物洗口 くまなび
１７ 土 第3回ＰＴＡ資源回収

三尻っ子放課後スクール
１８ 日
１９ 月 地区別下校 ピアノ調律読書＋Ｅ
２０ 火 授業参観・懇談会(6年) ＪＲＣ活動視写
２１ 水 校内長縄大会 クラブ
２２ 木 ２年生三尻幼稚園訪問Ｅタイム

避難訓練（不審者対応）
２３ 金 長縄予備日 フッ化物洗口 くまなび算数＋Ｅ
２４ 土 資源回収予備日

ＰＴＡ新旧本部役員会
２５ 日
２６ 月 地区別下校読書＋Ｅ
２７ 火 特日課 送別球技大会(5.6年)視写

三尻小入学予定児童と１年生交流会
２８ 水 委員会国語＋Ｅ
［３月の主な行事］
2日 卒業を祝う会
6日 特別日課３(給食なし)
7・8日 アルミ缶回収
13～20日 年度末週間特別日課
22日 特別日課３(4・6年給食あり) ６年修了式
23日 卒業式 1～3年臨時休業日
26日 ６年臨時休業日 修了式 特別日課３
27日～学年末休業日

第３回ＰＴＡ資源回収
ご協力よろしくお願いします

２月１７日(土)８：３０日時

第３回ＰＴＡ資源回収を行います。ＰＴＡ役員

さんが中心となり子供たちの活動に役立つように

と、取り組んでくださっていま

す。おやじ倶楽部のみなさんに

。も毎回ご協力いただいています

今年度最後となりますので、よ

ろしくお願いします。

長縄大会に向けて

冬はなわとびのシーズンです。現在「さわや
」 、 。かタイム で 短縄と長縄の練習をしています

短縄は一人で狭い場所であっても練習するこ
とができます。また、短い時間でも運動量が確
保でき、巧緻性や持久力がつきます。
また、長縄はクラスごとに目標回数を決めて

挑戦しています。２
月２１日に全校で 長「

」 。縄大会 を行います
朝や休み時間に練習
しているクラスがあ
り、クラスのチーム
ワークと団結力を高
めています。

校内書きぞめ制作会 １月９日

新年を迎えて初日の１月９日に、書きぞめをしました。３～６年生は、
体育館に集合して行いました。広い体育館が静まり、集中して自分の作品を

。 、 。仕上げていました １～２年生は 教室でフェルトペンを使って書きました
冬休みに練習した人も多く、上達した作品になりました。
１月１５日と１６日の校内書きぞめ展、２０日、２１日の熊谷地区書きぞ

め展には、多くの方に参観いただきありがとうございました。
毛筆は日本の伝統文化であり、こらからも気持ちを落ち着けて「書」に向

かう時間を大切にしてほしいと思います。また、硬筆においても学習したこ
とがよくわかる、美しいノートづくりを心がけましょう。

「寒い日が続く中、学力向上根気ステージ
に励んでいます」

１月２２日は、熊谷で１７ｃｍの積雪を記録す
、 。るなど 今年は例年以上に寒い日が多いようです

そんな中、毎朝元気に登校する児童を見るとうれ
しい気持ちになります。早いもので、今年度も残
り２か月となりましたが、２月はじっくり学習に
取り組める月です。
１月は、書きぞめ展、美術展、熊谷市小６学力テスト、

検証問題小５テストがあり、児童が全力で取り組むべき
ことが沢山ありました。
朝の学習では、テストに向けて過去問題のプリント

に全校で取り組んだり、昼休みに間違えた問題をやり
直したりしました。わずかの時間でも繰り返し学習し
ていくことが、児童の学力向上につながります。高学
年になると、自主学習を進んで行う児童が増えているようです。
こうした児童の姿を見て と感、「何事も真剣に取り組む姿は美しい」

じます。教員も、しっかり指導・支援していきたいと思います。
これからの季節、インフルエンザや花粉症などの心配がありますが、

健康面に留意して欲しいと思います。そして、一年のまとめの時期を迎
え、根気強く勉強・運動に取り組んでいきましょう。

これからの社会と子供たちの未来

２１世紀の社会は知識基盤社会であり、新しい知識・情報・技術が、
社会のあらゆる領域での活動の基盤として重要性を増すと言われていま
す。近年顕著となってきているのは、知識・情報・技術をめぐる変化の
速さが加速度的になり、情報化やグローバル化といった社会変化が、人
間の予測を超えて進展するようになってきたことです。
１２年後の２０３０年の社会は 「将来の変化を予測することが困難な、

時代」と言われ、次のように予測する学者もいます。

、 。○子供たちの６５％は将来 今は存在しない職業に就く
○今後１０年～２０年程度で、半数近くの仕事が自動化
される可能性が高い。

○人工知能「ＡＩ」の発達が、急激な技術の成長を引き
起こし、人間文明に計り知れない変化をもたらす。

こうした社会の変化を予測しながら、よりよい学校教育を通じてより
よい社会を創るという目標を共有し、社会と連携・協働しながら、未来

。の創り手となるために必要な知識や能力を育むことが求められています
学校教育を通じて育てたい姿は 「社会的・職業的に自立した人間 「他、 」
者への思いやりと多様な人間との協働 「感性を豊かに働かせながら、新」
たな価値の創造」です。
これからの社会を考えながら、今後も「確かな学力 「豊かな心 「健」 」

やかな体」の３つを柱に、地道な教育実践を継続していきたいと思いま
す。


